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４ 地方債の状況 

（１）一般会計の地方債 

一般会計の地方債現在高は、表23 のとおり40 億円増加して、平成28 年度末には232 億円となる

見込みです。市民1 人あたりの残高にすると、50 万円となります。（人口は、H28.1.1 現在人口45,965

人） 

合併特例債は、17 億2 千万円を計上しました。元利償還金の70％が普通交付税措置される制度とし

て、他の地方債に比べ有利な起債です。本年度は、庁舎建設事業や、員弁東保育園整備事業、障害者福祉

施設整備事業等の新市建設計画に基づくまちづくり事業に対して借入れます。 

即効性のある防災、減災のための事業に充てることができる緊急防災・減災事業債は、10 億8 千万円

を計上しました。緊急避難所整備事業や消防団の消防車購入事業、消防団詰所整備事業等に対して借入れ

ます。 

財源不足を補う臨時財政対策債は、9 億円を計上しました。市税収入等の状況や財政見通しを考慮しな

がら借入れます。 

平成30 年度まで合併特例債を活用した新市建設計画を進めるため、借入残高や公債費の増加が見込ま

れますが、市債管理基金やその他の財源を活用して財政の安定化を図りながら計画的に借入れます。 

一般会計地方債現在高の推移は、図35 をご覧ください。 

 

表23 一般会計地方債の状況                         （単位：千円） 

平成２７年度末 平成２８年度末

現在高見込額 起債見込額 元金償還見込額 現在高見込額

7,862,440 4,670,300 859,161 11,673,579

うち合併特例債 6,131,888 1,715,800 642,367 7,205,321

うち緊急防災・減
災事業債

1,429,562 1,082,800 30,404 2,481,958

65,764 1,000 15,969 50,795

11,293,566 900,000 715,062 11,478,504

19,221,770 5,571,300 1,590,192 23,202,878

3　その他

合 計

平成２８年度中増減見込
区 分

１　普通債

2　災害復旧債

 

注）表示単位未満四捨五入のため、計算が合わない場合があります。 

 

図35 一般会計地方債現在高の推移 
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注）平成26 年度までは実績、平成27・28 年度は決算見込みです。 

 



 

37 

（２）特別会計の地方債 

特別会計の地方債現在高は、表24 のとおり平成28 年度末で、農業集落排水事業が11 億円、下水道

事業が99 億円となる見込みです。市民１人あたりの残高にすると、24 万円となります。（人口は、

H28.1.1 現在人口45,965 人） 

農業集落排水事業は、2 千万円を計上しました。地方公営企業法適化業務や、平成24 年度に策定した

「農業集落排水機能強化事業計画」に基づき、国の支援を受けて行う機能強化対策事業に対して借入れま

す。 

下水道事業は、6 千万円を計上しました。建設改良がほぼ完了に近づき借入額が減少しているので、借

入現在高は徐々に減少していきます。今年度は地方公営企業法適化業務や国の支援を受けて行う農業集落

排水を公共下水道へ接続する事業、県の北勢沿岸流域下水道事業に対する負担金に対して借入れます。 

特別会計地方債現在高の推移は、図36 をご覧ください。 

 

表24 特別会計地方債の状況                        （単位：千円） 

平成２７年度末 平成２８年度末

現在高見込額 起債見込額 元金償還見込額 現在高見込額

農業集落排水事業 1,212,020 16,300 99,848 1,128,472

下 水 道 事 業 10,540,701 55,900 715,033 9,881,568

合 計 11,752,721 72,200 814,881 11,010,040

平成２８年度中増減見込
区 分

 

注）表示単位未満四捨五入のため、計算が合わない場合があります。 

 

図36 特別会計地方債現在高の推移 
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注）平成26 年度までは実績、平成27・28 年度は決算見込みです。 
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（３）企業会計の地方債 

企業会計の地方債現在高は、表25 のとおり2 億円減少して、平成28 年度末で36 億円となる見込

みです。市民１人あたりの残高にすると、8 万円となります。（人口は、H28.1.1 現在人口45,965 人） 

水道事業は、1 億3 百万円を計上しました。水道整備事業はほぼ完了に近づき、借入現在高のピーク

は過ぎましたが、安心、快適な給水環境を確保するため、簡易水道の統合整備事業に対して借入れます。 

企業会計地方債現在高の推移は、図37 をご覧ください。 

 

表25 企業会計地方債の状況                        （単位：千円） 

平成２７年度末 平成２８年度末

現在高見込額 起債見込額 元金償還見込額 現在高見込額

水 道 事 業 3,811,988 102,800 296,244 3,618,544

区 分
平成２８年度中増減見込

 

 

図37 企業会計地方債現在高の推移 
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注）平成26 年度までは実績、平成27・28 年度は決算見込みです。 
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（４）全会計の地方債 

全会計の地方債現在高は、平成27 年度末の348 億円から30 億円増加して、平成28 年度末で378

億円となる見込みです。市民１人当たりの残高にすると、82 万円となります。（人口は、H28.1.1 現在

人口45,965 人） 

 

全会計地方債現在高の推移は、図41 をご覧ください。 

 

図38 全会計地方債現在高の推移 
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注）平成26 年度までは実績、平成27・28 年度は決算見込みです。 

 


